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社協・地域とのつながりを考える座談会

思います。新任委員さんなどは、「何で自分た
ちがお金を貸す仕事をするの？」という方もい
ますが、かつてこの制度が民生委員の世帯更生
資金（※２）から始まったという経緯からする
と、そういう関わりが小さくなってきていると
いうのはどうなのかなとも思います。

（※２）生活福祉資金制度は、戦後増加した低所得者層の自立
更生を目的として、昭和 20 年代に民生委員が行っていた「世
帯更生運動」を端緒とし、昭和 30 年に制度化され、現在に至る。

　民生委員活動というのは、つなぐだけでも支
援、話を聴くだけでも支援だとすると、どこで
民生委員が関わっている（支援している）かと
いうのは、かなりの部分＂（見えない）裏方の
仕事＂であるということを、福祉関係者には理
解してほしいですね。
　NPO などは、「私はここでこんな活動をして
います」と旗を挙げてやっていますが、民生委
員は「私はこの人を支援しています」というわ

けではありません。行政や社協につないだ際も、
結局住民の方は行政や社協にしていただいたと
なりますから、民生委員がどこで関わったのか
周囲から理解されにくいところがあります。
　１つの事業全てを背負うのではなく、民生委
員はどの部分を担うのかを考えていくべきで
す。例えば「つなぐ」ことは民生委員、その他
は専門職というように、それぞれの立場に即し
た支援を行い、うまく連携をしながら、１つの
事業を成し遂げるということを、支援者の中で
考えておかないといけないと思います。

　不思議ですよね。全員

　昔と比べると、全体的に（要援護者の）
対象者数が増えている割に、情報が民生
委員に入りにくくなっています。
　鴨川市の山間部でさえ、情報が入りに
くい家や周りに情報を発信できない方が
増えてきていて、民生委員の「地域の生
活状況を把握する」という基本的な活動
が、やりにくくなってきています。
　昔は、隣近所にちょっと聞けば、「今の
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時間なら田んぼだよ」とか「買い物に行ったよ」
とわかったのが、今はそうではありません。
　現在は、生活困窮だけでなく、生活課題に対
応するという時代を迎えて、（地域の中の課題
や関わり方が）複雑化し、その対象者も増えて
いるというところがあります。
　民生委員には、もっともっと「地域の情報を
集める」機能に特化していただきたいと期待し
ても、なかなかそれができない状況です。
　また、地域の中でも、民生委員の持つ情報が

　たしかに、以前と比べて、民生委員の役割が
変化してきているところはありますね。
　ただ、１つの取組みの中にも、民生委員が関
わるところはいろいろな段階があって、全く関
わらないというわけではないんです。

榎本

　先程、木野さんが言われていた「情報が民生
委員にうまく入らない」ということでいうと、
例えば障がいをお持ちの方の情報は、なかなか
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民生委員には入りにくいと思うんですよね。
　市川市では、行政と市民児協が「個人情報の
提供」について、協定を結んでいるわけです。
公務員同士が、何で協定を結ぶ必要があるんだ
ろうと不思議に思ってしまいます。
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